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ポリエチレン（PE）、ポリプ
ロピレン（PP）などのポリオ
レフィン樹脂は、生産量が最も
多く、日常生活でさまざまな分
野に使用されている汎用樹脂の
一種である。また、耐薬品性、
耐水性に優れる一方で、疎水性
であるため高極性の樹脂との相
溶性、フィラーとの分散性に劣
る。このようなポリオレフィン
樹脂の課題を解決するために開
発されたのが、当社の『ユー
メックス』シリーズである。
『ユーメックス』シリーズは、
疎水性のPPのセグメントと親
水性の無水カルボン酸のセグメ
ントを有する高変性PPである。
PPのセグメントはポリオレ
フィン樹脂との親和性、無水カ
ルボン酸のセグメントは、フィ

ラー（ガラス繊維、炭素繊維、
木粉など）、高極性の樹脂（ナ
イロン、ポリエチレンテレフタ
レートなど）、などとの親和性
があり（図1）、『ユーメック
ス』シリーズをポリオレフィン
樹脂に添加することによって、
フィラーの分散性向上、ポリオ
レフィン樹脂と高極性の樹脂の
相溶性向上などが期待できる。
通常、PPへの無水カルボン
酸の付加方法は、主にラジカル
開始剤を用いて、酸性基を有す
るモノマーをPPの分子鎖中に
付加するのが一般的である。し
かしながら、PPは極性基を有
していない飽和炭化水素化合物
であるため非常に反応性に乏し
く、生成物の酸変性度が低い。
『ユーメックス』シリーズは、

自社技術（熱分解法）により、
分子鎖中および分子末端に官
能基を導入して得られるPPオ
リゴマーに無水カルボン酸を
付加して得られるため、汎用
的な他の変性ポリオレフィン
と比較して、低分子量、高酸
変性である特長を有する。こ
のため、『ユーメックス』シ
リーズはポリオレフィン樹脂と
他材料（高極性樹脂、フィラー
など）との界面に効率よく配向
しやすく、少量で改質効果を発
現させることが可能である。ま
た、『ユーメックス』シリーズ
は低分子量でありながらもPP
と同等の融点を有することか
ら、ホットメルト接着剤の耐熱
性向上の用途にも使用されてい
る。さらに、PP基材の塗装の
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炭素繊維とPPの界面状態（PP／炭素繊維＝70／30）
左は『ユーメックス』を添加しない場合で、界面の密着性が悪く、隙間ができている。
右は『ユーメックス』を1％添加した場合で、密着性が良好。

写真1

『ユーメックス』は、少量添加で曲げ強度などの機械物性を向上させる

ガラス繊維強化PPへの添加例図3
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■ ユーメックス1001添加
■ 高分子量変性PP添加（Mw=約10万、酸価＝約10）

添加量（質量％）
PP／ガラス繊維＝70／30、ASTM D790

『ユーメックス』は、少量添加で曲げ強度などの機械物性を向上させる

炭素繊維強化PPへの添加例図4
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際に『ユーメックス』シリーズ
を原料としたプライマーを使用
することにより、PP基材と塗
料の密着性を向上させることが
できる。このほかにも、『ユー
メックス』シリーズは、図2に
示すようにさまざまな用途で使
用されている。

用途例の詳細

①『ユーメックス』によるフィ
ラーの分散性向上

〈ガラス繊維強化PP〉
ポリオレフィン樹脂にフィ

ラーを添加する目的として、剛
性（機械物性）、耐熱性の向上
が挙げられる。そのなかで、
チョップドストランドしたガラ
ス繊維による強化技術は、複合
材としてエンジニアリングプラ
スチックの領域に近い樹脂物性
が観られ、自動車部材などに使
用されている。ガラス繊維は一
般にシランカップリング剤処理
などがされているが、本処理だ
けではPP樹脂とガラス繊維の
密着性は不十分であり、ガラス
繊維添加による樹脂物性向上効

果はあまり見られない。しかし
ながら、『ユーメックス』を添加
すると『ユーメックス』とシラ
ンカップリング剤との親和性に
より、ガラス繊維とPP樹脂の密
着性が向上する。また、一般的
な高分子量ポリオレフィン系樹
脂改質剤と比較して、『ユー
メックス』は低添加量で改質効
果を発揮する（図3）。これは、
『ユーメックス』が比較的低粘
度、高酸変性のためガラス繊維
とポリオレフィン樹脂の界面に
効率よく配向するためである。
〈炭素繊維強化PP〉
「鉄よりも強く、アルミより
も軽い」という特長を有する炭
素繊維により強化したPP樹脂
は、ガラス繊維強化PPと比較

して、高剛性、低密度であるた
め自動車部材などの軽量化（低
燃費化）が期待でき、次世代の
部材として近年注目されてい
る。分散剤として『ユーメック
ス』を使用した時の炭素繊維強
化PPの物性を図4に示す。ま
た、『ユーメックス』を添加す
ることにより、炭素繊維とPP
樹脂との界面の密着性が向上し
（写真1）炭素繊維強化PPの耐
熱性も向上する。さらなる高剛
性化を目指し、より長い繊維長
の炭素繊維を使用した成形法も
検討されており、今後、そのよ
うな成形法に適した分散剤の開
発も進めていく。
〈木粉／ PP複合材（WPC）〉
WPC（Wood Plastic Combi-
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1μm 1μm

木粉とPPの複合例（PP／木粉＝50／50）
左は『ユーメックス』を添加しない場合で、界面の密着性が悪い。
右は『ユーメックス』を1％添加した場合。木粉と樹脂の密着性が
良好で、均一に分散されている。

写真2

PPと6ナイロンの複合例（PP／6ナイロン＝30／70）
左は『ユーメックス』を添加しない場合で、PPが大きな塊になり、
相分離している。右は『ユーメックス』を5％添加した場合。
6ナイロン中にPPが均一に微分散している。

写真3

『ユーメックス』は、少量添加で
曲げ強度などの機械物性を向上させる

木粉／PP複合材（WPC）への添加例図5
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nation）とは、間伐材などを粉
末化したもの（木粉）と合成樹
脂との複合化材である。木質性
の外観を有し、木材よりも力学
的強度、寸法安定性、耐候性、
耐火性、耐薬品性、耐摩耗性な
どに優れるという特長を併せ持
ち、主にウッドデッキ、エクス
テリア関連の用途に使用されて
いる。木粉は高極性のセルロー
スであるため、PP樹脂との親
和性に乏しく、界面の密着性に
課題があるが（写真2左）、前
述のフィラーと同様に『ユー
メックス』を添加することによ
り、木粉とPP樹脂の界面の密
着性が向上する（写真2右、図
5）。近年、環境負荷低減のため
PP樹脂と容器包装リサイクル
ポリプラスチックを併用した系
も採用されており、今後、本併
用系に適した分散剤としての開
発にも注力していく。

〈その他〉
炭酸カルシウム、シリカ、タ
ルクなどの分散に使用される。
②『ユーメックス』による高極
性樹脂との相溶性向上
熱可塑性樹脂の高機能化の一
つの手法として、既存の樹脂と
の組み合わせを簡便なプロセス
で行うポリマーアロイ（2種類
以上のポリマーで構成される高
分子材料）がある。しかしなが
ら、ポリオレフィン樹脂は非極
性で、結晶性を有するため他の
ポリマーとの相溶性が劣り、ポ
リマーアロイに適用しにくいと
いう欠点がある。『ユーメック
ス』は主鎖のポリオレフィンに
無水カルボン酸を付加している
ことから、例えば、ポリオレ
フィン樹脂とナイロンをポリ
マーアロイ化する際に、『ユー
メックス』の無水カルボン酸部
分とナイロンの末端アミノ基お

よびアミド結合との反応物が相
溶化剤として働き、樹脂同士の
界面張力を下げて、微分散状態
にする。『ユーメックス』の添
加有無による分散状態の違いを
写真3に示す。また、本稿は高
極性樹脂としてナイロン樹脂を
例に挙げたが、『ユーメックス』
を添加することによって、ポリ
ブチレンテレフタレート樹脂や
ポリエチレンテレフタレート樹
脂などとPP樹脂との相溶性向
上にも期待できる。
③ホットメルト接着剤の耐熱性
向上
ホットメルト接着剤は、溶剤

を含まないためVOC（揮発性
有機化合物）を削減できる環境
配慮型の接着剤である。しか
し、非反応型のホットメルト接
着剤は、融点が低く、熱可塑性
であるため接着後の環境温度
（周辺温度）が高くなると接着
強度が低下する欠点がある。
『ユーメックス』は結晶性PPと
同等の融点を有し、高温での密
着性向上の添加効果がある。ま
た、『ユーメックス』は低粘度
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『ユーメックス』シリーズの特徴（分子量と融点の関係）図6

『ユーメックス』シリーズの代表性状表1

ユーメックス
1001品名

黄色粒状

142

15,000

26

45,000

外観

融点（℃）

酸価

分子量（Mw）

特長

主な用途

ユーメックス
1010

ユーメックス
100TS

ユーメックス
CA620
（開発品）

ユーメックス
5200

ユーメックス
5500

（開発品）

・融点：DSC法　・溶融粘度：160℃で測定（＊ユーメックスCA620のみ200℃で測定）
・酸価：JIS K0070に準拠　・分子量：高温GPC法

融
点
（℃）

150

140
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分子量（Mw）
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既存タイプ

低融点タイプ

溶融粘度
（mPa・s）

・バンパー
 プライマー
・ガラス繊維
 分散剤

黄色粒状

135

6,000

52

30,000

既存タイプ

・木粉分散剤

淡黄色粉状

136

120

3.5

9,000

・ホットメルト
 接着剤

黄色粒状

135

6,000＊

120

20,000

高酸価

・木粉分散剤

黄色粒状

124

20,000

11

70,000

低融点

・バンパープライマー
・ガラス繊維分散剤

黄色粒状

123

6,200

17

52,000

100TS 1010

1001 303

5500 5200

であることから、添加したホッ
トメルト接着剤の粘度調整が容
易である。

「低融点ユーメックス」

ハンドリング性の改善や、低
い加工温度が要求される用途な
どで、より低融点のPPが求め
られている。一般に、PPの低
融点化には、PPよりも融点の
低いエチレンをランダム共重合
する（ランダムPP）方法が知
られている。
近年開発されたメタロセン触

媒を使用したランダムPPは、
低エチレン含量にもかかわらず

効率良くランダムPPの結晶性
が崩れており、従来のランダム
PPに比べ、より融点が低い。
このようなランダムPP（メタ
ロセンPP）を出発原料にした
「低融点ユーメックス」も、既
存のユーメックスと比較して、
低エチレン含量で低融点化でき
ることが特長である（図6）。
「低融点ユーメックス」は、従
来品を使用することでは対応で
きない、良好なハンドリング性
による作業効率や生産効率の向
上により、省エネにも大きく貢
献できる。また、高温成形が好
ましくないセルロース系フィ

ラーの分散など、低い加工温度
が要求される用途や、低温での
乳化性が期待されるフロアワッ
クス用原料などにも展開が期待
できる。さらに、PPセグメン
ト中のエチレンの共重合性が高
いためポリエチレンとの相溶性
も比較的良好であり、既存の
ユーメックスが不得意なポリエ
チレン分野（例えば、炭酸カル
シウムや水酸化マグネシウムの
ポリエチレンへの分散など）の
展開が期待できる。

今後の展望

近年、自動車を中心とした輸
送機メーカーのさらなる低燃費
化、作業性向上のニーズが強
い。そのなかで、部材の軽量化
による金属部材から樹脂への切
り替え要望があり、フィラー含
有複合材の剛性アップやグロー
バル化が進み、さまざまな環境
（寒冷地、熱帯地）での作業性
の確保も求められている。こう
いったニーズに応えるため、樹
脂改質剤の果たす役割は非常に
大きい。また、海外での成型品
の高品質化に伴う『ユーメック
ス』の展開にも大きな可能性が
ある。今後もこれらのさまざま
な要望に対応すべく樹脂改質剤
の開発に邁進する。
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